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農
村
に
於
け
る
商
品
生
障
の
陽
観

農
村
に
》
け
る
商
品
生
産
の
費
貌
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査

覚

書

1

|

職
径
の
蜘
同
地
改
革
に
-
よ
っ
て
土
弛
所
有
関
係
は
一
揮
し
、
日
本
農
業
に

担
け
る
費
本
主
識
の
致
股
が
積
栂
的
に
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
品
開
し

乍

b
、
地
主
階
扱
の
法
務
に
も
拘
ち
ず
、
農
家
の
鰐
替
規
模
は
依
然
と
し

て
響
相
で
あ
刀
、
資
本
主
義
的
援
艮
は
必
ず
し
も
明
瞭
な
形
を
・
と
っ
て
は

現
れ
て
い
な
い
。
従
ワ

C
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
農
家
結
構
由
貿
躍
を
分
析
し

開
骨
忙
円
判
所
ス
時
間
官
向
歩
抽
ヲ
て
い
る
か
、
ま
た
階
層
別
に
陪
如

何
な
る
稜
展
方
向
司
差
異
を
示
し
て
い
る
か
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
わ
た
〈
し
建
問
昨
年
夏
鳥
醍
酪
画
伯
郡
中
被
村
忙
お
い
て
行
っ
た
寅

曹
関
査
は
、
か
か
る
官
闘
を
も
っ
た
も
の

t
あ
る
。
と
乙
で
は
宮
村
由
代

表
的
な
一
農
業
部
落
に
担
い
て
、
揮
産
物
町
商
品
化
の
悶
角
か

b
ζ
れ
を

聞
か
に
し
工
ラ
・
と
し
た
。

本
村
は
柿
め
て
特
異
な
農
村
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
そ
り
全
般
的
性
格
を

IIr 

崎

雄

武

明
か
に
し
て
担
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
職
前
に
お
い
て
は
本
村
は
金
固
有
設

の
護
貿
村
正
し
て
知

b
れ
て
お
り
、
昭
和
八
年
に
布
い
て
は
畢
闘
荷
積
は

嫡
耕
地
国
積
四
六
円
一
括
、
畑
の
七
二
・
七
%
を
占
め
て
い
た
。
ホ
岡
田
狭

少
な
る
乙
邑
と
相
模
っ
て
、
農
作
物
作
仲
間
積
白
訓
告
に
お
い
て
も
、
末
、

穿
作
骨
計
二
五
・

zv月
に
す
智
子
餐
世
田
事
業
由
産
試
が
多
数
を
占
め
且
ワ

雇
傭
野
働
者
陀
依
存
す
る
集
約
的
根
障
が
行
わ
れ
て
い

b
白
で
あ
る
。
、

然
る
に
戦
時
に
入
る
と
共
に
食
組
問
唱
庫
の
園
家
的
要
請
に
ヱ

P
、
か
か

る
柴
宮
中
心
の
経
時
前
方
式
は
完

E
Kー
破
壊
さ
れ
、
骨
粗
生
産
忙
輔
換
せ
古

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
お
る
。

し
か
も
、
本
村
忙
布
い
て
は
職
時
中
耕
地
の
約
三
分
の
ニ
自
明
行
揚
用

地
と
し
て
牧
用
せ
ら
れ
、
多
数
回
農
家
が
明
制
立
退
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
乙
p

れ
ら
白
農
家
は
晴

E
村
内
に
移
住

L
柏
に
輔
業
す
る
か
、
或
は
零
細
な
耕

地
邑
え
て
路
耕
を
欄
け
る
四
件
は
な
か
守
党
四
で
あ
る
。

い
玄
職
業
別
に
職
前
職
伎
の
人
口
久
陪
聴
す
れ
ば
昭
和
十
年
目
調
査
に



，〆

ま
れ
ば
、
網
戸
数
七
一
一
且
戸
間
う
ち
農
業
五
五
丸
戸
(
七
九
二
一
区
)
商

業
主
ニ
戸
(
七
・
三
百
}
漁
業
主

O
戸
{
大
・
品
川
芦
)
工
業
E

一
二
戸
(
凹

・
五
再
V

其
他
(
=
了
ム
百
)
綿
入

u
一
ニ
七
五
九
人
で
あ
る
が
、
職
後
四

調
査
に
工
れ
ば
、
組
戸
数
九
八
六
戸
田
ろ
ち
農
業
四
六
八
戸
(
四
七
・
五

百
)
工
業
一
二
四
戸
(
一
一
一
・
六
出
)
漁
業
六

O
戸
(
六
・
一
声
)
商
業

三
七
戸
(
一
一
了
八
月
)
品
務
自
由
業
主
主
戸
(
五
・
四
百
)
其
他
(
二
回

・
六
百
)
綿
入
口
四
七
九
九
人
と
な
ワ
て
い
る
。

即
ち
、
人
口
位
戦
後
扱
噌
し
且
つ
職
業
別
に
担
い
て
も
そ
の
能
化
は
若

し
い
。

λ
口
晴
加
は
隣
村
者
(
圏
内
A
び
海
外
へ
の
)
自
問
佳
、
噛
時
中

疎
開
或
は
飛
行
場
勤
務
轄
の
婦
に
燕
住
せ
る
も
の
四
定
住
な
ど
に
基
〈
G

J

職
業
別
に
み
れ
ば
、
農
、
商
は
紹
罰
的
並
に
相
罰
的
に
激
減
し
て
い
る
。

農
業
は
主
'
と
し
て
前
揖
由
事
情
に
基
き
、
商
業
は
職
時
中
よ
り
目
杭
制
、

間
給
制
度
等
に
ま
る
。
漁
業
は
絡
調
的
に
は
噌
相
し
て
い
る
が
相
罰
的
陀

は
や
や
械
少
し
て

V
る
。
工
業
は
紹
動
的
並
に
相
罰
的
は
蹴
噌
し
て
い
る

が
、
そ
の
殆
ど
す
べ
て
が
エ
業
労
働
者
で
あ
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
職
後
に
お
い
て
其
他
の
項
目
が
二
回
・
大
河
に
髄

噌
し
て
い
る
乙
主
で
あ
る
。
と
れ
陀
は
議
駐
軍
第
務
者
、
開
プ
ロ

1
力
1

枠
動
的
質
捗
働
者
丑
び
無
職
四
者
等
が
合
ま
れ
て
ho
り
、
、
そ
れ
ら
の
中
に

は
職
災
者
、
引
揚
者
も
あ
り
、
極
め
て
窮
迫
せ
る
扶
援
に
あ
る
。
右
に
主

刀
、
職
前
に
一
割
吋
る
農
業
及
。
商
業
人
口
が
漸
女
輯
落
し
て
と
の
階
居
或

は
工
業
第
働
者
・
と
な
り
、
且
っ
そ
の
他
自
外
部
主
り
白
噌
加
人
口
も
暗

E

大
部
卦
乙
四
階
層
に
属
す
る
と
と
が
明
か
で
あ
ろ
う
。
更
に
本
村
田
人
口

農
村
民
於
け
る
商
品
生
産
の
韓
親

密
度
は
一
方
奥
歯
切
一
高
千
億
人
自
夢
き
に
差
し
て
相
り
、
職
後
撤
噌
せ

る
人
口
も
そ
の
終
調
的
課
礎
は
描
め
て
務
岡
崎
な
る
乙
左
を
示
し
て
い
る
。

か
〈
四
如
き
人
口
噌
加
は
最
近
に
担
け
る
現
象
に
す
ぎ
ず
、
本
村
に
お

い
て
は
そ
の
人
口
口
明
惜
初
年
川
以
降
借
K
培
加
し
て
い
る
に
す
曹
な
か
っ

た
q
と
れ
口
鹿
民
離
村
及
世
間
引
窪
田
慣
智
に
玄
る
も
申
で
あ
る
。
隣
村

者
は
阪
神
を
中
心
ー
と
し
岡
円
都
市
民
出
ー
た
四
で
あ
る
が
、
一
掃
に
は
ア
メ

P
力
、
中
圏
平
へ
叩
滞
外
渡
航
者
も
比
較
的
多
か
っ
た
。

か
か
る
現
車
は
本
村
旧
経
済
事
情
に
某
〈
。
本
村
は
徳
川
束
期
に
震
属

し
た
の
で
あ
る
が
、
師
匠
官
時
穀
作
目

fvH刷
、
輩
、
煩
章
、
干
瓢
、
西

風
轄
の
商
品
作
物
が
栽
培
さ
れ
た
。
特
に
捕
作
は
最
も
重
要
で
あ
り
、
j
木

綿
紡
織
が
農
京
の
課
内
工
業
主
じ
て
感
に
行
わ
れ
た
。
完
治
元
在
既
陀
米

子
を
中
心
に
約
四
O
軒
目
木
綿
問
屋
が
あ
り
、
志
村
忙
一
布
い
て
も
幕
末
に

毅
戸
申
木
綿
仲
買
人
並
に
相
屋
が
あ
っ
た
。
明
袖
主
年
医
布
い
て
既
に
糊

λ
口
一
二
千
七
百
億
人
に
撞
L
て
い
る
。
乙
れ
を
前
蝿
せ
る
昭
和
十
年
四
そ

れ
k
比
較
せ
ェ
。
そ
と

K
は
晴
ど

λ
ロ
噌
加
は
み
ら
払
な
い
。
農
業
生
産

力
自
慢
肢
と
相
侯
勺
て
、
官
時
院
医
木
村
に
担
い
て
は
、
そ
の
人
口
牧
容

力
目
限
界
に
遣
し
て
い
た
と
・
と
を
明
か
に
示
し
て
い
る
。

明
治
維
新
以
後
陀
布
い
て
も
棉
作
中
心
の
極
替
で
あ
り
、
末
綿
紡
織
は

更
に
帯
加
し
た
が
、
や
が
て
井
囲
網
目
輸
入
、
囲
内
申
綿
工
業
の
費
建
と

共
に
手
楠
木
綿
は
会
〈
衰
え
、
制
作
は
主
主
し
て
補
間
用
'
と
し
て
一
部
で

替
ま
れ
た
に
す
智
な
い
。

棉
作
忙
代
っ
て
草
地
方
忙
設
建
し
た
の
位
繋
置
業
で
あ
る
。
需
置
は
徳

第
六
十
=
宇
品
世

主
五

丸
E 

第
五
、
六
輔
副



農
村
陀
於
け
る
商
品
北
陸
の
漉
貌

川
時
代
に
和
い
て
も
一
部
で
は
行
わ
れ
た
が
、
維
新
以
後
関
拍
十
年
す
菅

玄
り
隅
省
局
心
境
問
、
鼎
照
明
者
向
誘
導
扶
披
専
に
工
り
究
第
に
普
及
し
、

特
に
二
十
年
以
降
念
速
に
愛
建
し
た
。
か
〈
て
大
正
、
昭
和
L
C

更
に
箆
揮

し
、
昭
和
の
農
業
恐
慌
期
に
は
そ
の
頂
黙
に
遣
し
た
。
昭
和
八
年
に
担
け

る
晶
常
国
胃
醐
聞
の
剖
骨
は
臨
に
の
べ
た
い
か
、
同
年
-r
お
け
る
作
付
一
胴
穂
町
割

合
は
、
禁
固
四
豆
・
八
芦
、
米
一
一
日
了
間
芳
、
葬
一
一
・
八
岸
、
ザ
藷
八

・
五
区
、
西
瓜
一
一
・
九
%
、
読
菜
四
・
九
百
、
宣
開
二
・
五
回
、
棉

0

・
大
声
、
巽
他
と
な
ヲ
て
い
る
。
即
ち
、
主
食
由
良
置
は
少
〈
、
畢
択
に
畏

い
で
西
瓜
、
読
築
年
商
品
作
物
の
生
買
の
比
重
郎
商
い
。
と
れ
は
本
拙
方

が
砂
質
土
壌
で
あ
り
水
田
が
歩
〈
、

E
っ
一
唱
作
回

T
そ
白
生
産
力
の
伺

い
己
互
に
も
工
る
が
、
む
し
ろ
か
か
る
自
然
的
保
件
を
背
景
と
せ
る
枇
脅

的
諮
僚
件
に
碁
〈
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
川
時
代
以
弗
商
業
的
農
業
が

設
建
し
て
い
る
と
之
に
よ
り
、
時
民
自
意
識
も
永
田
地
帯
の
そ
れ
と
は
具

p
、
一
再
わ
ぽ
主
り
企
業
的
で
あ
り
、
農
産
物
の
倒
格
躍
動
に
封
し
て
敏
感

で
あ
り
、
作
物
の
聴
換
も

zmυ
容
易
に
行
わ
れ
て
い
る
と
・
と
も
注
目
さ
れ

血
ば
な
ち
な
い
。

職
前
に
除
け
る
土
地
所
有
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
所
有
の
集
中
度
高

〈
階
担
分
化
も
謹
み
祖
小
農
が
歴
倒
的
多
数
を
占
品
工
い
た
。
且
つ
村
外

地
主
の
所
有
地
が
約
=
一

o
d
p
r這
し
て
い
た
。
而
も
か
か
る
土
地
所
有
の

集
中
は
商
業
的
農
業
の
箆
民
ー
と
相
侠
つ
'
て
早
〈
か
ち
行
わ
れ
、
と
れ
と
照

躍
し
て
小
作
争
議
も
大
正
年
聞
に
活
援
に
行
わ
れ
、
常
時
既
に
小
作
料
引

下
げ
も
質
現
し
て
い
た
。

第
六
十
三
容

第
五
、
六
観

豆
大

一
'
九
六

本
部
落
金
凡
四
戸
田
階
蔚
別
土
地
所
有
並
に
艇
管
規
模
は
主
表
。
如
〈

で
あ
る
。

第
一
表
階
層
別
土
地
斯
宥
欺
欝

斗
司
叶
同
日
同

戸

数

一

ユ

一

一

4
一

一

止

一

星

荷
積
ヘ
反
こ

E
E
・
=
骨
子
生
一
二
向
・
九
一
吾
・
旦
一
六
・
主

割
骨
「
ぎ
一
一
六
・
王
一
三
・
ニ
田
口
・
同
一
一
六
-
A
Z
-
-
一一

ト三t

主
干
静
一
~
設
に
干
ふ
り
士
同
所
有
閑
倖
E

h

F

h
仲
崎
、
農
制
改
草
伎
に
担
い

で
も
な
お
集
中
化
U
F

明
か
で
あ
る
。
即
ち
士
地
を
全
〈
所
有
し
な
い
も
自

が
最
も
多
〈
ニ
入
・
大
声
を
占
的
て
い
る
が
、
彼
撃
の
う
ち
非
農
家
は
極

め
て
ホ
グ
〈
、
掩
読
す
る
如
〈
惜
ど
品
問
業
を
行
つ
て
は
い
る
が
農
業
を
主
と



す
る
も
四
が
比
較
的
多
い
の
で
あ
る
。
一
町
以
上
の
所
有
者
は
八
・
三
%

に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
所
有
間
慣
は
全
耕
地
由
一
-
一
七
・
京
同
を
占
め
て
い

る
。
と
れ
に
-
R
L
全
戸
数
泊
四
。
・
主
芦
に
賞
る
主
反
日
下
町
所
有
者
自

所
有
地
は
耕
地
の
ニ
ニ
到
に
す
ぎ
な
い
。

突
に
紹
掛
規
穂
別
に
恥
れ
ほ
、
一
町

M
上
回
農
家
は
儲
か
一
四
・
2

一括

に
す
ぎ
干
、
主
反
以
上
に
て
も
主
=
了
大
正
月
で
あ
る
。
各
階
暦
別
に
み
れ

ば
D
U
F
最
も
多
〈
E
乙
れ
に
つ
ぎ
最
下
居
の
日
が
第
三
位
・
と
な
っ
て
い
る

か
〈
の
加
〈
農
家
自
紐
皆
規
慨
も
極
め
て
零
細
で
あ
る
。
従
っ
て
陸
業
自

h
F

に
依
存
す
る
と
と
は
岡
難
で
あ
り
、
家
計
楠
吃
の
た
め
心
剛
紫
並
に
鎗

講
を
行

b
f
る
を
え
な
い
。
い
ま
各
階
層
別
に
骨
業
農
家
の
割
合
を
示
世

間、

A
O、
B
ニ
O
声
、

C
七
・
士
声
、

D
一二

O
V
F、
E
主
大
・
一
一
一
%
、

F
七
主
だ
、
。
一

O
O
V
A
rと
な
っ
て
い
る
巴
即
ち
下
府
間
四
粂
繋
へ
白
依
↑
年

度
が
商
い
。

B
層
が
二

O
V月
で
比
較
的
商
い
が
J

貫
教
位
三
戸
で
協
関
組

骨
長
主
教
員
ぜ
あ
り
、

C
臨
巾
仕
貫
教
は
一
戸
で
担
行
員
で
あ
る
。
点
目
〈
の

剖
{
上
暦
に
お
い
て
は
品
作
業
の
肢
が
よ
い
自
で
あ
る
が
、
下
麿
稗
常
業
へ

四
依
存
度
が
高
い
の
与
な

b
f
常
業
白
質
も
よ
り
愚
〈
な
り
鑑
遺
員
、
唱
曲

魁
軍
勢
務
者
、
工
業
勢
働
者
、
閏
傭
捗
働
者
、
闇
屋
轄
で
あ
り
、
ま
り
不

安
定
な
も
り
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
農
摘
の
料
棒
聞
揮
に
つ
い
て
白
、
小
作
地
別
に
み
れ
ば
、
自
作
地
/

二
九
三
・
の
一
一
反
(
六

0
・
ニ
芦
)
、
小
作
地
(
一
部
買
収
手
綱
未
了
の

も
由
を
合
む
)
士

0
・
一
二
反
(
一
四
・
四
%
)
、
用
地
{
ニ
一
戸
了
士
五

反
(
ニ
五
・
四
百
)
で
あ
る
。
と
と
に
用
地
と
は
需
行
場
主
し
て
職
時
中

県
村
民
於
け
る
商
品
生
産
の
醐
間
続

股
用
せ
ら
札
た
耕
地
目
う
ち
、
職
後
肉
由
耕
作
部
駅
許
せ
ら
れ
て
い
る
も

自
で
あ
る
が
、
乙
れ
が
小
作
地

M
上
に
多
〈
全
耕
地
叩
約
四
分
自
一
憶
に

躍
し
て
い
る
と
之
は
注
目
す
ベ
き
で
あ
る
。
用
地
白
耕
作
権
は
法
律
上
確

認
さ
れ
て
・
お
ら
ず
耕
作
者
に
と
っ
て
仕
不
安
で
は
あ
る
が
、
抑
方
に
布
い

て
供
出
、
課
抽
出
w
劃
象
ル
」
な
っ
て
い
町
い
た
め
農
家
に
ほ
有
剰
で
あ
る
。

用
地
の
耕
作
は
第
働
力
の
担
剰
な
或
は
槽
敏
な
農
家
に
よ
っ
て
ぬ
け
が
け

に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
客
観
的
に
み
れ
ば
公
平
と
は
云
い
叉
な
い
。

司

L

既
撞
U

如
〈
本
部
落
悶
零
細
な
る
農
業
経
侍
が
支
問
的
で
あ
る
が
、
ぃ

主
消
費
者
、
第
働
者
別
家
族
員
数
を
階
府
到
に
み
れ
ば
扶
器
抑
制
〈
、
ま

f
家
族
員
数
は
上
層
Z
り
下
層
陀
下
る
但
従
っ
て
削
減
し
て
い
る
。
消
費

者
、
勢
働
者
別
に
志
向
一
傾
向
に
あ
り
、
下
厨
程
人
口
耽
容
力
白
低
い
乙

・
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
@
不
在
人
目
が
下
暦
但
担
い
て
ま
り
多
い
ζ

と

位
一
古
う
ま
で
も
な
い
。

V
一A
に
つ
い
て
は
R
暦
以
下
に
和
い
で
特
に
大
で

あ
る
。
乙
甲
子
と
は
出
撃
目
掃
に
お
い
て
韓
業
へ
の
依
存
度
の
高
い
と
と

に
調
隠
し
て
い
る
が
、
第
働
者
。
栖
酎
数
回
主
り
少
い
と
と
ル
」
相
侠
っ
て

そ
mw
生
活
は
栂
め
て
不
安
定
な
る
と
&
を
一
目
し
て
い
る
。
上
暦
で
は
A
居

が
特
市
大
で
あ
る
ロ
然
し
と
れ
は
方
・
と
は
む
し
ろ
誼
心
事
情
を
示
す
も
自

で
あ
る
内

第
z 
表

消
日 11l I費
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農
村
民
於
け
る
商
品
史
麿
の
挺
続

石
市
費
者
(
V

」

工

程

・

王

国

・

A
i
d
-
三

一
帯
働
者
(
A

一
ー
子
主
回
・
己
旦
己
主
均
一
二
・
主

一

一

一
V

一A

一
・
国
一
・
ニ
A

一
・
昌
一
了
六
五

註
消
費
者
、
持
働
者
は
各
々
成
年
男
子
を
一
と
し
て
集
計

農
業
労
働
に
関
し
て
は
自
家
努
力
に
よ
る
集
約
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。

噛
前
韓
館
業
の
鳳
で
あ
っ
た
時
代
に
は
主
と
し
て
間
寝
中
島
か

b
u
出
穂

陸
町
働
者
を
事
〈
年
雇
と
じ
て
利
用
し

τ
い
た
が
、
現
在
は
年
屈
は
帯
在
せ

ず
農
繁
期
に
田
植
、
除
草
、
牧
穫
帯
。
た
め
比
較
的
中
数
の
日
備
に
依
存

し
て
い
る
。
た
だ
、

A
府
四
み
は
そ
の
雇
伽
捗
働
者
数
が
特
に
多
〈
平
均

年
ニ
一
白
人
で
あ
り
、
被
傭
者
は
村
内
町
下
暦
農
の
も
の
が
多
い
。

決
忙
農
業

a産
手
段
曹
と

L
τ
の
農
槽
異
及
。
役
審
の
所
有
献
態
を
み
士

九
ノ
。

一回

三三L主

農
構
具
に
つ
い
て
ま
ず
費
動
棚
は
A
層
。
一
戸
が
所
有
す
る
の
み
で
あ

り
、
同
居
の
他
の
一
戸
陸
部
落
共
同
作
業
所
の
開
設
費
。
半
租
俸
を
寄
附

し
て
い
る
。

ζ

の
共
同
咋
業
冊
目
製
粉
、
精
由
、
酬
明
麺
轄
的
輯
械
を
設
備

し
て
い
る
。
F

足
踏
防
穀
槽
、
足
踏
喫
畑
構
、
荷
車
、
牛
車
、
リ
ヤ
カ
ー
撃

に
つ
い
て
は
、

A

B
府
は
殆
ど
と
れ
を
完
備
し
て
い
る
が
、
下
臨
山
に
下
一
る

に
従
っ
て
減
少
し
特
に
E
暦
工
り
概
減
し
と

F
G
居
は
殆
ど
所
有
し
て
担

b
f、
鍬
、
鎌
程
度
目
麗
具
を
有
す
る
に
す
菅
な
い
。

役
畜
と
し
て
は
牛
が
畑
育
さ
れ
て
い
る
が
‘
そ
の
階
層
別
所
有
欺
躍
は

虫
衰
の
如
〈
で
あ
る
。
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U

・二七

註即
ち
、
一
町
以
上
の
経
静
而
積
を
有
ず
る
農
家
は
全
戸
役
苧
を
間
育

L

梓
に
A
貯
は
平
均
二
顕
で
あ
る
が
、
一
町
間
下
に
和
1

い
て
は
骨
激
に
減
じ

宝
反
H
A
下
の
農
家
に
お
い
て
は
全
然
と
れ
を
飼
育
す
る
龍
力
的
な
い
と
と

を
示
し
て
い
る
。
相
官
牛
は
耕
転
、
理
搬
に
利
用
さ
れ
る
の
み
な
ち
ず
、
肥

料
不
足
の
折
柄
肥
料
源
止
し
で
或
は
仔
牛
販
買
に
止
る
吹
入
源
と

1
て、

農
家
に
と
っ
て
は
現
在
摘
め
て
重
要
な
る
意
義
を
有
ず
る
が
、
木
村
に
お

い
て
は
そ
の
間
宵
は
特
に
画
料
聞
か
ら
の
制
約
が
大
で
あ
る
。
本
村
は
砂

質
に
し
て
平
坦
な
稗
積
品
川
帯
で
あ
り
、
世
怖
を
刈
醍
る
ベ
き
関
野
、
丘
陵
な

〈
、
ま
た
購
入
飼
料
は
帯
情
絡
で
あ
り
且
づ
獲
得
困
難
で
あ
る
た
め
、
飼

料
は
主
主

L
て
自
己
の
耕
地
工
り
と
れ
を
棟
四
押
せ
ね
ば
な

ιな
い
自
で
あ

る
。
自
斡
問
料
縮
保
の
あ
め
に
は
一
貯
月
上
必
要
で
あ
る
と
と
を
慎
四
表

は
示

L
て
い
る
。
最
下
限
の
暦
に
和
V

て
は
宇
一
題
飼
育
の
た
め
に
は
壮

年
四
男
子
一
人
出
之
に
車
念
せ
ね
ぽ
な

ι
t
h
r
E一
百
わ
品
て
い
る
。
尚
一
荷

役
牛
を
一
戸
平
均
プ
頭
所
有
す
る
A
唐
に
お
い
て
括
、
品
開
力
と
れ
訟
農
業

労
働
に
利
用
し
で
人
間
接
倒
に
代
え
て
い
る
。

肥
料
日
間
特
は

9
〈
自
給
も
閑
離
な
る
た
め
、
閤
肥
料
に
曲
存
し
硫
安



陣
謀
、
ア
ミ
エ
ピ
撃
で
あ
る
。
硫
安
は
主
と
し
て
上
蔚
農
家

ι布
い
て
消

費
せ
ら
れ
、
褐
藻
及
び
ア
ミ
エ
ピ
は
附
涯
の
海
ま
り
ル
」
れ
る
も
の
で
各
階

厨
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
何
担
割
業
と
し
て
海
頭
取
り
に
従
事

し
て
い
る
志
の
も
あ
る
。

司
っ
斗
ィ
引
引
割
引
J
劃
J

引一割
l
J
4

農
村
に
於
け
る
蘭
品
生
産
の
館
組

¥ 

械
し
て
い
る
が
、
而
も
F
G
同閣は

D
層
Z
り
も
よ
り
高
い
。
品
輸

L
乍

b
、

主
食
の
伸
付
は
そ
田
作
物
別
阻
ま
り
事
情
を
開
刊
に
す
る
。

米
作
は
土
居
現
そ
り
作
什
倒
骨
が
高
い
。
・
用
問
胃
積
は
耕
地
の
僅
か
一

コ
了
二
%
陀
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
大
割
分
前
主
暦
農
家
に
工
っ
て
耕
作
さ

れ
て
い
る
と
と
が
と
れ
に
工
つ
で
も
明
か

τあ
る
。

容
相
聞
は
土
時
聞
に
お
い
て
そ
の
伸
付
倒
骨
が
慌
〈
、
下
精
障
な
る
に
従
っ

て
漸
帯
し
て
恒
判
明
υ
、
品
n
藷
陀
お
い
て
は
ヒ
の
冊
向
が
ま
り
大
で
あ
る
。

京
地
方
は
ホ
閏
少
き
た
め
、
事
類
、
甘
藷
へ
の
依
存
度
が
柄
地
方

Z
り

も
寓
か
っ
た
自
で
あ
る
が
、
瞬
時
中

M
車
の
舟
隅
難
に
伴
っ
て
、
か
か
る

A

耳
慣
習
仕
主
mv
開
化
さ
れ
た
。
品
開

L
階
鼎
酬
に
貢
食
に
質
的
弗
岡
崎
の
あ
る

と
左
目
方
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ろ
う
。

職
前
作
付

R
d慣
の
最
屯
多
か
っ
た
ー
一
尋
問
は
、
晒
時
中
巨
費
需
に
骨
精
生

置
に
輔
換
さ
せ
ら
れ
、
年
々
慣
滅

L
た
。
輯
闘
拡
M
k
h
柑
い
て
も
帝
晴
雄
は

緩
和
さ
れ
ず
、

A
m
械
な
欄
世
代
仕
賢
ち
れ
な
か
っ
売
が
、
龍
村
イ
シ
フ
レ
も

漸
〈
悼
を
と
し
、
そ
の
蝿
仔
輯
難
も
四
γ

や
好
明
L
、
伸
弁
作
品
刊
耕
制
円
盤

和
ー
と
相
使
っ
て
、
尋
問
の
復
活
が
徐
々
陀
行
わ
れ
る
に
軍
っ
た
。
昭
和
三
十

=
一
年
五
月
鵬
首
局
も
商
品
品
需
振
興
計
煮
を
た
て
晴
問
的

k
t
ワ
て
い
る
。

桑
闘
の
剖
骨
位
、
軍
全
生
産
に
押
け
る
燕
咋
自
問
伎
の
如
〈
、

f
暦
陀
担
い

て
商
，
、
下
暦
忙
使
っ
て
概
減

L
、
F
G
府
陀
は
金
品
開
存
在
し
な
い
。

か
つ
て
繋
陀
そ
の
刑
陀
を
輩
わ
札
た
棉
惜
は
各
牌
暦
に
わ
た
っ
て
残
存

し
て
い
る
が
、
そ
町
作
品
何
割
告
は
A
府
が
最
も
高
〈
B
1
I
り
中
間
暦
は

ほ
町
同
開
度
で
あ
り
、

F
府
は
よ
制
り
侭
〈
O
暦
は
最
色
紙
い
ロ
棉
作
は
J

第
六
十
『
一
巻

丸

九

第
豆
、
ム
ハ
披

E 
:h. 



農
村
に
於
け
る
商
品
企
障
の
岡
田
観

衣
料
品
目
怯
乏
並
に
そ
の
倒
格
騰
貴
に
工

η
、
帥
判
佐
特
に
昭
和
二
十
二

年
主
り
帯
加
し
た
。
締
は
自
家
用
衣
料
と
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
綿
の
ま

ま
或
は
農
家
白
栴
女
子
に
工
っ
て
柄
、
緋
等
に
苧
織
さ
れ
て
商
品
化
し
て

い
る
。
一
郊
に
悶
締
を
買
っ
て
苧
轍

L
て
生
計

E
立
て
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
棉
品
作
は
現
在
極
め
て
有
利
で
は
あ
る
が
、
耽
穫
が
不
確
貨
で
あ
る
た

め
下
居
農
家
に
一
布
い
て
は
そ
旧
作
付
制
合
は
低
い
の
で
あ
る
。

瓜
摘
、
野
菜
的
作
付
割
合
は
C

D
町
中
間
暦
最
も
俄
〈
、

A
E
の
上
陪

と
、
れ
に
つ
ぎ
、

E
F
G
の
下
層
が
最
も
商
い
。
乙
れ
ち
は
自
給
に
あ
て

b

れ
る
ま
り
。
も
む
し
ろ
商
品
化
す
る
も
の
が
多
〈
、
米
子
、
境
撃
附
涯
の
消

費
地
秒
一
市
場
と
す
る
が
、
瓜
類
は
京
阪
神
楠
方
に
出
荷
さ
れ
る
も
の
も
多

い
。
瓜
鋼
、
野
華
町
作
付
割
合
同
時
に
下
層
に
担
い
で
高
い
こ
と
が
特
徴

的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
股
穫
が
比
較
的
確
貨
で
あ
刀
、

E
ワ
耕
地
の
集
約

的
利
用
に
適
し
で
い
る
た
め
、
組
曲
甘
胃
積
の
零
細
な
下
日
間
農
家
に
多
い
の

で
白
あ
る
。

其
他
の
項
目
は
豆
類
、
馬
鈴
薯
を
主
と
す
る
が
、
前
者
閏
間
作
に
よ
る

も
の
が
多
〈
、
役
者
世
近
年
俳
出
用
に
作
付
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
牧
穫
白

大
半
が
慣
出
に
あ
て

b
れ
て
い
る
。

以
上
脊
間
農
作
物
に
つ
い
て
階
層
別
に
そ
の
作
什
割
骨
を
考
察
し
た
が

本
村
に
お
い
て
は
商
品
作
物
の
作
什
が
徐
々
に
噌
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
な

布
依
斡
と
し
て
査
糧
生
産
の
比
重
出
盗
に
大
で
あ
る
。
た
だ
俊
油
す
る
佃

〈
現
在
に
和
け
る
食
糧
生
産
自
比
重
の
大
な
る
と
を
は
、
職
前
に
拘
け
る

そ
れ
と
は
性
格
を
異
に
す
る
聞
を
有
す
る
。

第
-
ハ
十
一
一
一
巻
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ま
た
、
各
潤
農
作
物
の
反
営
耽
量
は
一
般
的
傾
向
ー
と
し
て
は
上
層
農
家

但
布
い
て
や
や
高
〈
、
特
に
E
層
以
下
に
お
い
て
は
低
い
。
軸
前
ま
職
後

四
皮
営
牧
最
を
比
較
す
れ
ば
、
義
国
自
如
き
は
職
後
が
謹
に
低
い

F
、
審

廿
脅
暫
は
む
し
ろ
職
後
同
一
時
{
、
職
博
中
よ
り
企
栂
止
産
へ
重
貼
肝
移
行

せ
る
と
主
に
照
腐
し
て
い
る
。

女
忙
ζ

れ
ら
吾
理
農
摩
物
の
商
品
化
事
を
階
層
別
に
示
せ
ば
究
費
り
如

〈

で

あ

る

。

¥

節
穴
衰

客
間
農
産
物
商
品
化
串
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ち

ま
ず
食
粧
生
産
に
担
け
る
商
品
化
車
を
み
る
に
、
米
は
僅
に

A
居
に
一
布

い
て
白
み
一
一
丈
U
V
N
で
あ
り

.
B
暦
は
四
%
、

c唐
以
下
位
金

f
み
ら
れ
な

し
V

要
類
k
h
v
て
も
同
様
の
傾
向
で
あ
り
、

A
厨
白
与
六

O
が
を
占
晶
仙

は
時

E
問
題
に
な
ら
な
い
。

甘
藷
自
商
品
他
革
は
各
居
を
招
じ
て
高
い
が
、
而
も
な
お
壬
暦
程
よ

h

大
で
あ
る
。
し
か
も
一
戸
営
り
平
均
生
産
量
を
み
れ
ば
、
上
府
に
和
い
て

位
飴
裕
の
あ
る
商
品
化
で
あ
る
自
に
圧
し
、
下
屠
に
お
い
て
は
窮
遁
し
て

小
景
白
う
ち
を
商
品
化
し
て
い
る
ζ

る
を
示
し
て
い
る
。
甘
藷
の
商
品
化

は
生
甘
藷
に
よ
る
も
の
由
ほ
か
、
干
甘
藷
と
し
て
も
撞
に
商
品
化
が
行
わ

れ
て
い
る
。

貸
糧
自
商
品
化
に
関
聯
し
て
注
目
す
べ
き
は
俳
間
四
阿
題
で
あ
る
。
本

地
方
は
畑
作
地
帯
で
あ
る
た
め
酔
出
世
甘
藷
を
主
と

b
、
こ
れ
に
少
量
目
、

葬
摘
と
馬
鈴
薯
で
あ
り
、
特
に
甘
藷
白
併
問
に
劃
す
る
代
替
に
照
内
白
市

町
制
帯
よ

w，
来
の
湿
一
同
開
給
百
行
わ
れ
て
い
る
。

ζ

白
原
則
は
上
厨
白
農

家
に
も
適
用
せ
ら
れ
て
お
り
一
、
従
づ
て
吾
戸
ヰ
均
一
三
・
九
万
叩
米
を
牧

穫
す
る
A
暦
が
、
来
は
金
然
供
出
せ
ず
却
っ
て
遁
に
ニ
・
一
一
品
目
米
自
配

給
を
受
け
て
い
る
が
如
意
不
骨
四
部
存
し
て
い
る
。

農
村
に
於
け
る
商
品
生
産
の
艶
税

綿
四
商
品
化
は
A
居
に
お
い
て
特
に
高

t
以
下
漸
減
し
て
い
る
。
生
産

量
的
知
か

b
も
A
暦
が
特
に
大
品
川
で
あ
り
、
以
下
漸
減
し
、

ζ

の
商
品
化

に
hw
い
て
も
上
唐
は
家
族
用
の
衣
料
を
古
た
ど
で
後
四
商
品
化
で
あ
る
由

民
卦
し
、
下
層
に
お
い
て
は
金
〈
ζ

れ
と
逝
で
あ
る
。

桑
周
は
第
五
衰
の
示
す
血
〈
上
厨
に
集
中
し
て
布

p
、
最
近
や
や
靖
加

せ
ん
と
じ
て
い
る
が
、
産
繭
は
協
同
組
合
に
よ
っ
て
集
荷
さ
れ
暗
ど
金
量

商
品
化
さ
札
て
い
る
。

貝
類
、
野
菜
山
商
品
化
串
陪
他
白
作
物
、
と
は
や
中
事
情
を
具
に

L
、
む

し
ろ
下
唐
に
布
い
て
そ
の
商
品
化
は
商
い
。
ど
れ
は
乙
四
暦
が
第
五
表
的

作
付
剖
合
田
高
い
と
と
と
照
出
陣
し
て
い
る
。
揖

L
乍
与
、
そ
の
作
付
制
骨

甲
高
さ
に
比
較
す
れ
ば
そ
の
商
品
化
串
は
相
封
的
障
低
い
。
と
れ
は
、
耕

地
白
雲
酬
な

T
1脚
農
に
お
い
て
は
回
一
押
帯
。
高
い
此
年
四
作
物
に
主
力
を
一

注
い
で
、
よ
り
多
〈
血
牧
描
を
あ
げ
ん
と

b
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
自
給

部
胃

ι
p
b
の
制
陣
を
物
語
っ
て
ゐ
る
も
O

で
あ
る
。

A
暦
に
布
い
て
一
商
品

化
寧
自
低
い
曲
目
牛
を
多
〈
飼
育
し
て
お

p
々
的
飼
料
に
あ
て

ιれ
る
ζ

ー
と
に
基
〈
G

し
か
し
な
が
ら
、
商
品
化
す
る
敷
置
は
絡
調
的
に
は
下
居
よ

り
も
上
居
に
担
い
て
よ
り
大
で
あ
る
。

以
上
白
如
〈
上
唐
程
各
組
農
産
物
に
ヨ
い
て
全
面
的
且
ヲ
徐
裕
恥
る
商

品
化
が
行
わ
れ
る
に
反
し
、
下
層
に
お
い
て
は
窮
誼
せ
る
飢
餓
的
冷
商
品

化
部
騎
行
さ
れ

τ
い
る
四
で
あ
る
。

な
相
農
産
物
自
商
品
化
と
関
聯
し
て
貨
幣
北
入
源
と
し
て
重
要
な
」
坑
牛

豚
、
難
の
飼
育
股
障
は
次
表
の
如
〈

T
あ
る
。
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農
村
に
時
け
る
問
品
止
障
の
醐
田
町
制

/ 

第
七
表
乳
牛
、
限
、
難
。
階
府
別
所
有
脱
却
山

:
-
寸
叶
可
ヨ
叶
什
λ
1
-
G
5
)

「
同
判
ー
コ
引
ー
副
司
ぃ
可
判
4
J「
4

1
H」
一
戸
品
官
一
口
・
豆
一
口
・
↓
豆
十
日
・
三
口
・
一
也
一
旦
口
一
口
一

2
4

一

豚

一

白

数

一

口

一

司

ニ

一

一

百

四

一

--z一旦
唖
一
ハ
・
五
一

一
二
戸
嘗
一
旦
?
旦
一
・
七
一
己
主
?
司
語
口
・
一
也
一
旦
?
五
五
↑

一
i
一

質

数

一

三

一

八

八

一

三

一

8

1

|
出
叶
」
u

「
〕

u-

E
H院し
F
H
F
Lじい
L
ド
』

性
仔
及
び
雛
は

0
・
主
主
す
。
離
の
中
に
は
阿
一
冒
的
で
飼
養
さ

れ
て
い
る
ゆ
え
寵
鳴
を
加
杵
針
。

乳
牛

ω
個
育
は
本
村
。
一
特
色
を
な
す
。
と
れ
は
郡
内
に
あ
る
明
袖
製

菓
ヱ
掲
白
奨
聞
に
控

E
も
の
で
あ
り
、
牛
乳
を
こ
の
工
場
に
股
め
乙
れ

k

p
ン
ク
し
て
飼
料
を
受
け
て
い
る
が
、
明
治
酬
明
某
白
牛
乳
買
入
債
格
は
骨

四
回
で
あ
わ
"
、
と
れ
を
他
医
流
せ
ば
六
阿
で
あ
る
。
同
者
自
割
合
は
飼
料

開
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
剖
料
難
白
調
和
に
和
い
ず
ん
は
明
治
拠
菓
へ

納
め
る
も
凶
が
よ
り
多
い
、
乳
牛
一
一
闘
に
よ
る

4
純
収
益
は
約
八
高
阿
(
仔

牛
版
買
を
も
合
拍
て
v
k
云
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
所
有
股
間
は
役
牛
田
如

〈
一
町
以
上
同
級
侍
農
家
に
布

P
て
も
所
有
せ
る
農
家
風
比
較
的
少
い
。

役
牛
に
和
は
る
と
同
じ
く
上
唐
担
飼
育
数
は
多
〈
封
ワ
飼
育
町
長
下
限
も

一
山
戸
市
以
上
程
時
白

D
居
で
あ
る
が
、
乳
牛
の
飼
育
同
役
牛
の
そ
品
よ
り
も

Z
P
企
業
的
色
彩
。
佐
和
び
て
お
り
、
農
耕
よ
り
も
乳
牛
に
草
貼
を
お
い
て

一歩

僚
主
、
六
腕

い
る
農
家
も
品
る
服
部
で
あ
る
ロ
既
に
ふ
れ
た
知
〈
乳
牛
田
場
骨
に
担
い

て
も
重
大
自
問
地
は
潤
判
で
あ
り
、
と
中
仲
間
に
闘
し
て
は
佼
牛
と
も
競
骨

閥
怖
に
立
っ
て
い
る
自
で
あ
る
。

牛
が
土
問
団
に
集
中
す
る
の
に
出
し
、
撞
豚
は
最
上
暦
及
び
最
下
回
ぽ
に
は

見
ち
れ
ず
、
日
府
に
最
も
事
J
f
D
B
居
ζ

れ
に
つ
曹
、

E
F
周
目
指
い
て

は
激
掛
川
し
て
い
る
。
即
ち
、
器
豚
は
鰹
替
市
積
五
反
以
上
白
農
家
で
は
ほ

ぼ
可
能
で
あ
る
が
、
五
反
以
下
回
農
家
に
布
い
て
は
椴
め
て
闘
離
で
、
二

反
以
下
で
は
絶
封
に
不
可
桔
な
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

品
世
雛
は
卵
白
例
格

ω
高
い
現
在
、
無
税
す
べ
か

b
f
る
収
入
源
で
あ
り

各
府
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
で
い
る
が
、
上
層
担
飼
義
教
が
多
h
r
o

養
蜂
も

陛
ぽ
口
周
を
境
と
し
て
上
下
に
分
れ
て
い
る
が
、
た
だ
E
層
が
や
曲
、

D
暦

K
近
〈
、

F

G
府
に
h

引
い
て
は
即
的
販
賀
能
力
は
殆
ど
無
い
も
四
と
み
ね

ば
な
も
な
い
。

B
L胞
が
特
に
多
い
の
は
、
そ
の
中
目
一
戸
が
発
難
業
を
録

時
し
一
ニ

O
沼
飼
養
中
Z

る
と
と
に
よ
る
。

究
に
各
階
層
別
平
均
年
約
貨
幣
所
得
を
骨
粗
企
謀
と
相
比
し
て
示
せ
ば

女
四
担
〈
で
あ
る
。

の

策
対
十
=
一
瞥
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.
産
由
貿
却
年
に
工
る
貨
幣
所
得
を
も
加
算
し
た
。

ζ

白
算
定
は
揃
め
て
困

離
で
あ
り
、
推
定
に
も
と
づ
〈
黙
が
多
い
自
で
あ
る
。

頁
に
農
業
経
佳
費
、
家
計
費
及
び
貯
蓄
撃
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、

調
査
の
性
質
上
困
難
で
お
り
且
つ
短
期
間
で
あ
ヲ
た
た
油
、
精
密
注
調
査

/
は
と
汀
い
え
な
か
づ
た
。

各
階
府
別
に
収
支
を
比
較
す
れ
ば
、
七
反
以
上
の
経
静
を
行
う
C
居
に

恥
い
て
陪
ぽ
安
定
し
て
持
、
p
、
五
瓦
以
上
申

D
居
に
布
い
て
は
不
安
定
で

あ
り
、
品
市
議
へ
の
悼
存
度
が
噌
大
し
て
い
る
。

E
厨
以
下
は
漸
失
脚
落
農

家
自
骨
相
が
顕
〈
、
賃
第
働
者
化
し
つ
つ
あ
る
。

C
層
以
よ
、
特
に
A
厨
に
お
い
て
は
多
数
の
捗
働
者
を
雇
傭
し
、
農
機

具
、
役
牛

E
利
用
し
て
合
理
的
な
多
角
極
持
矛
タ
ぃ
、
他
方
乳
牛
を
も
之

p
p
入
れ
て
商
品
生
産
を
殴
化
し
て
お
り
、
所
得
本
多
も
い
貯
替
も
出
多
〈

買
っ
血
院
議
投
資
を
積
極
的
に
行
ヲ
て
い
る
。
と
れ
に
次
い
で
B
臨
閣
は
農
機

具
、
俊
平
を
も
完
備
し
て
農
業
生
産

U
1礎
を
府
立
し
て
い
る
。

な
お
、
本
村
は
合
租
時
諜
及
び
供
聞
が
静
〈
、
調
査
に
際
し
て
も
ζ

れ

に
封
ず
る
不
満
を
暗
ど
き
か
な
か
っ
た
。
訴
し
と
の
主
要
な
問
問
は
飛
行

場
に
性
用
さ
れ
た
用
地
の
存
柱
に
ま
る
も
白
で
あ
り
、
他
面
ζ

の
飛
行
場

同
よ
っ
て
如
何
に
多
〈
の
農
家
が
時
帯
し
た
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

出
祖
パ
吋
四
耐
は
招
〈
は
あ
る
が
、
階
層
別
に
み
れ
ば
右
衰
の
示
す
ど
と
〈

上
底
程
相
謝
悶
に
よ
h
一
世
〈
た
っ
て
い
る
と
と
を
も
看
過
し
て
は
な

b
な

い
。
俳
出
に
存
す
る
不
告
理
に
は
既
に
ふ
れ
た
。

農
村
に
於
け
る
商
品
生
産
円
麹
組

四

本
村
は
闘
一
哨
農
村
に
h

引
い
て
も
特
殊
な
型

ω
宮
村
で
あ
る
。
人
口
山
収
容

力

ω
限
界
を
遁
に
こ
え
た
膨
脹
せ
る
人
口
は
、
一
方
で
は
挙
制
な
耕
地
主

集
約
的
に
耕
し
て
、
#
角
的
な
商
業
的
農
業
hz
愛
辰
也
τ
L
晶
、
伯
方
、
乙

ρ
耕
地
を
え

b
れ
ぬ
過
刑
判
人
口
位
前
述
せ
る
脊
種
の
衆
議
或
は
副
業
に
従

事
し
、
主
的
貯
に
下
脳
へ
と
時
落
し
つ
ヲ
あ
否
。
過
期
時
に
は
列
車
は
掘
雑

L
、
自
由
式
農
薬
心
厳
達
ζ

相
怯
っ
て
、
近
却
型
農
村
の
惜
椅
副
頭
hr
。

本
付
は
関
泊
以
降
、
食
糧
生
民
主
総
と
す
る
商
業
的
農
業
科
投
醤
し
た

が
今
次
職
宇
を
契
機
と

L
C
食
樹
生
障
を
主
と
す
る
経
持
方
式
に
聴
換
し

た
。
而
し
て
終
職
後
に
お
い
て
も
食
糧
難
白
藤
和
し
な
い
白
に
伴
ヨ
て
、

依
拡
と
し
て
食
糧
生
面
に
草
貼
が
お
恥
れ
て
い
る
。
し
か
も
食
糧
生
産
に

お
い
て
現
在
そ
り
商
品
血
は
特
に
上
層
に
お
一
い
て
高
い
ζ

と
は
靖
過
さ
れ

て
拡
な
ら
ぬ
。
供
し
乍
b
、
農
村
イ
ン
7

レ
は
断
〈
峠
を
と

L
W
食
糧
自

閣
倒
絡
も
相
謝
的
に
宇
や
下
落
す
る
と
共
に
、
他
方
貿
易
丹
開
田
希
菖
と

共
に
、
議
鉱
、
棉
作
.
瓜
如
、
野
菜
へ
自
闘
心
が
訣
鮮
に
高
ま

9
、
乳
牛

田
飼
育
も
と
り
入
れ
ら
札
る
玄
う
に
な
づ
た
。
本
村
は
早
〈
か

b
商
議
的

農
業
心
箆
達
せ
る
た
め
、
農
民
自
商
業
的
意
識
も
融
感
一
t
b
D
、
「
桑
一

J

反
作
れ
ば
凄
ニ

O
石
を
買
い
う
る
」
と
農
民
自
身
述
べ
て
い
る
蹴
磁
で
ゐ

る。
然
し
乍
ら
食
糧
難
が
随

t
限
り
、
食
糧
生
産
自
比
重
は
依
然
と
し
て
強

c、
商
業
的
農
業
は
こ
れ
と
競
合
し
守
ワ
徐
々
に
刷
出
展
し
て

ψ
t
で
あ
る

第
士
十
一
ニ
出
世

O 
2 

第
五
、
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農
村
民
和
け
る
商
品
生
理
由
現
続

う。
ま
た
、
こ
れ

k
関
聯
し
て
最
後
に
宇
部
落
に
お
け
り
る
農
民
厨
の
分
解
に

つ
い
て
見
ょ
う
。
既
に
ふ
れ
た
如
〈
ほ
悶
安
定
せ
る
農
家
は
七
反
以
上

目
紹
酔
良
家
で
あ
り
、
五
反
祖
度
自
農
家
は
聴
務

ω
危
機
に
曽

b
さ
れ
て

お
り
農
村
イ
ン
フ
レ
も
過
去
白
歩
主
な
ろ
う
と
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
そ
の

前
詑
は
悲
都
的
で
あ
ろ
う
U

五
反
以
下
回
農
家
は
明
併
に
輔
落
。
一
時
を

遡
ワ
て
い
る
。
資
本
主
義
的
畿
展
四
方
向
を
辿
り
ヲ
づ
取
る
も
の
は
A
居

、
の
み
で
あ
い
る
。
其
仰
の
府
に
お
い
て
は
良
蔵
加
エ
、
議
難
等
を
行
う
特
殊

の
患
家
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
・
資
本
主
義
的
後
一
民
は
拍

E
明
白
に
は
現

れ

て

い

な

い

白

で

あ

る

。

、

附
副
本
間
査
は
綜
骨
農
業
研
究
所
目
援
助
に
立
り
京
大
相
消
車
部
農

業
純
情
研
究
合
員
が
共
同
に
行
ヲ
た
も
の
で
あ
る
。


